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議
会
の
運
営
支
援
な
ど
で
あ
る
。

地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り

組
む
市
町
村
に
対
し
、
国
家
公
務

員
や
大
学
研
究
者
及
び
民
間
人
材

を
首
長
の
補
佐
役
と
し
て
派
遣
し
、

地
域
に
応
じ
た
処
方
せ
ん
づ
く
り

を
支
援
す
る
地
方
創
生
人
材
支
援

制
度
が
あ
る
。
本
市
版
の「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
作
成
す
る
際
の
人
材
確
保
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
は
、

原
則
人
口
５
万
人
以
下
の
市
町
村

が
対
象
で
、
本
市
は
該
当
し
な
い
。

国
で
は
、
こ
れ
と
は
別
に
相
談
窓

口
を
設
け
、
積
極
的
な
支
援
と
し

て
、
国
の
職
員
等
に
よ
る
地
方
創

生
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
る
。
総
合
戦
略
策
定

の
際
は
、
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
制
度
を
活
用
し
た
い
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
は
、
４
つ
の
政

策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
１
つ
目
に
「
仕
事
を

つ
く
り
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

に
す
る
」
と
あ
る
。
地
方
に
お
け

る
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
に
つ
い

て
、
基
本
方
針
と
主
な
政
策
は
。

地
域
経
済
雇
用
戦
略
の
企

画
・
実
施
体
制
の
整
備
と
し
て
、

地
域
の
産
官
学
金
労
が
連
携
し
た

総
合
戦
略
推
進
組
織
の
整
備
、
地

域
産
業
の
競
争
力
強
化
の
業
務
横

断
的
取
組
と
し
て
、
包
括
的
創
業

支
援
、
中
核
企
業
支
援
、
金
融
支

援
、
分
野
別
取
組
と
し
て
、
農
林

水
産
業
の
成
長
産
業
化
、
観
光
地

域
づ
く
り
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

推
進
、
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

等
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
ま
た
地

方
へ
の
人
材
環
流
、
地
方
で
の
人

材
育
成
、
地
方
の
雇
用
対
策
と
し

て
、
地
域
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
セ
ン

タ
ー
等
の
整
備
、
そ
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
の
利
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
る
。

地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
に
つ
い
て
、
本
市
の
具

体
的
な
施
策
や
取
り
組
み
は
。

企
業
誘
致
が
雇
用
創
出
の
鍵

と
な
る
。
橿
原
市
企
業
立
地
促
進

奨
励
交
付
要
綱
を
定
め
、
奨
励
金

交
付
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、

市
内
で
の
企
業
立
地
増
設
と
企
業

規
模
の
拡
大
を
促
進
し
て
産
業
振

興
と
雇
用
促
進
を
支
援
す
る
本
市

独
自
の
優
遇
制
度
で
あ
る
。
企
業

誘
致
や
市
内
企
業
へ
の
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
で
企
業
流
出
を
防
ぎ
、

安
定
し
た
雇
用
拡
充
を
図
り
た
い
。

総
合
戦
略
の
２
つ
目
に
「
地

方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ

く
る
」
と
あ
る
。
本
市
の
将
来
の

人
口
推
計
と
消
滅
可
能
都
市
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

平
成
22
年
国
勢
調
査
に
お
け

る
12
万
５
，
６
０
５
人
に
対
し
、

平
成
32
年
で
は
12
万
３
，
１
１
４

人
、
平
成
42
年
で
は
11
万
６
，
１

９
９
人
、
平
成
52
年
で
は
10
万
６
，

７
３
８
人
と
の
推
定
値
が
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
か
ら

発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
20

歳
か
ら
39
歳
の
女
性
人
口
」
が
平

成
22
年
か
ら
30
年
間
で
５
割
以
上

減
少
す
る
自
治
体
を
消
滅
可
能
性

自
治
体
と
し
て
い
る
が
、
本
市
は

平
成
22
年
度
比
、
マ
イ
ナ
ス
３
７
．

２
％
で
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
に

は
該
当
し
な
い
。

本
県
の
若
年
女
性
の
減
少
率

は
日
本
一
だ
と
聞
く
。「
本
市
は
、

50
％
を
切
っ
て
な
い
の
で
大
丈

夫
」
と
は
言
え
な
い
の
で
は
。

危
機
感
を
持
ち
、
積
極
的
に

政
策
の
具
現
化
に
努
め
た
い
。

市
長
の
考
え
は
。

そ
の
数
字
は
数
字
と
し
て
捉

え
、
人
口
が
減
ら
ず
に
増
え
る
よ

う
な
施
策
を
考
え
た
い
。

「
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の

流
れ
を
つ
く
る
」
た
め
に
必
要
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
基
本
方
針

や
主
な
施
策
は
。

国
は
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
、
地
方
移
住
の
推
進
、
企
業
の

地
方
拠
点
強
化
、
企
業
等
に
お
け

る
地
方
採
用
・
就
労
の
拡
大
、
地

方
大
学
等
の
活
性
化
等
を
挙
げ
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
加
味
し
な
が
ら

本
市
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
日
本
開
催
が
決
定
し
て
い

る
。
外
国
人
の
観
光
客
も
含
め
た

誘
致
へ
の
考
え
は
。

観
光
・
宿
泊
客
を
誘
致
す
る

た
め
、
本
市
が
練
習
地
や
キ
ャ
ン

プ
地
と
な
る
よ
う
に
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
積
極
的
な
働
き
か

け
を
し
た
い
。

総
合
戦
略
の
３
つ
目
に
「
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
」
と
あ
る
。

こ
の
基
本
方
針
と
主
な
施
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

若
い
世
代
の
経
済
的
安
定
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実
、
仕
事
や
生
活
の
調

和
と
し
て
出
産
後
の
女
性
の
就
業

率
の
向
上
、
長
時
間
労
働
の
見
直

し
な
ど
が
国
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る
、妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
に
つ
い
て
、
現
状
施
策
を
聞

き
た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
充
実
の
実
現
に
お
い
て

の
取
り
組
み
や
施
策
は
。

健
康
と
い
う
観
点
か
ら
、
女

性
の
健
康
と
生
ま
れ
る
子
ど
も
の

命
を
守
る
こ
と
を
基
本
に
据
え
、

が
ん
検
診
な
ど
各
種
検
診
へ
の
勧

奨
や
助
成
措
置
、
若
い
世
代
へ
の

健
康
診
査
等
を
実
施
し
、
妊
娠
以

後
は
、
保
健
師
等
に
よ
る
個
別
面

談
や
妊
婦
・
歯
科
検
診
、
出
産
に

関
す
る
知
識
習
得
の
た
め
の
マ
ザ

ー
ズ
ク
ラ
ス
や
両
親
学
級
な
ど
を

実
施
し
、
出
産
後
は
、
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
で
３

６
５
日
、
小
児
科
の
深
夜
診
療
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実
と
し
て
は
、
平
成
27

年
４
月
か
ら
新
制
度
と
な
り
幅
広

く
保
育
所
に
入
所
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
園
で
の

幼
保
一
体
化
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、
私
立
保
育
園
等
と
も
連
携
を

図
り
受
け
皿
を
拡
充
し
、
待
機
児

童
を
解
消
し
た
い
。
ま
た
新
規
事

業
と
し
て
、
地
域
の
子
育
て
支
援

事
業
等
を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ

う
総
合
相
談
窓
口
を
設
け
、
子
育

て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
利
用
者
支
援

事
業
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

小
学
３
年
生
ま
で
で
あ
っ
た
も
の

を
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
を
拡
充
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